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Ｓサイズ×14枚

UROCO

真中さら木ネジ　3.5×20

プラスドライバー

蝶番25mm

紙ヤスリ　６００番以上の目の細かいもの

木材　150×500×12mm

(幅12cm以上高さ40cm以上厚み12mm程度)

電動ドライバー

ねじ穴用テーパ掘削

プラスビット

木工用ノコギリ



How to make
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２と同様に表板・裏板を固定します。固定する際
両端の板(上記赤色部分)から固定すると中板の板
割れ防止にもなります。

側面の板をネジで固定します。

フタを蝶番で固定します。この時フタ部分が箱板とくっ付く様に、裏板とフタの間をくっつけ
すぎない様気を付けましょう。フタを取り付けたら完成です。
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上からの図

側面からの図

(フタ固定位置)
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上記のサイズで板をカットします。(右端は、市販の板)

表板 裏板

表板裏板
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Point
下穴の重要性
直接ネジを締めると割れが
起こりやすくなります。
起こりにくくする為に下穴
を開けておきましょう。

割れの緩和
ネジを締めた際、板割れが
起こった際、電動ドライバ
ー・ねじ穴用テーパ掘削で
ネジ山分のテーパを付ける
事で、少し緩和されます。
さらに板割れが起こった
個所にネジを外して板割れ
を押さえながらタッカー
を打つ事により、針が割れ
の補強となってくれます。

ネジの位置
ネジを締める位置は、隅に
締める位置を選んだ場合、
図のような板割れが起こり
やすくなる為出来るだけ
隅を避けましょう。

★作業中の板割れを緩和★
冬場は乾燥していて板割れが発生しやすい為、下穴を必ず開けて作業しましょう。
又、少しの間(長時間はＮＧ)水に浸けて少し水分を含ませる事で作業時の板割れ
緩和に繋がります。


